
令和４年度事業計画 

 

 

１ 情報科学を中心とする学術研究および学術交流の支援並びに学術研究成果の普及およ

び科学技術の啓発を行う事業（公益目的事業１） 

 

（１）学術研究支援事業 

情報科学分野の先端的な研究を支援するため，道南圏の高等教育機関に対して，選

考のうえ，１件あたり１００万円を上限として，研究費の助成を行う。また，民間企

業など外部機関と共同で行う研究についても，同額の助成を行う。  

 

（２）教員海外視察等支援事業 

学術研究の交流を支援するため，道南圏の高等教育機関の教員の海外での学会参加

および視察について，選考のうえ，１件あたり２０万円を上限として，学会参加等経

費の助成を行う。  

また，令和３年度に助成予定であった１件について，学会の開催時期が，新型コロ

ナウイルス感染症の影響により令和４年度に延期になったことから，当該事業につい

ては令和４年度に助成を行う。  

 

（３）海外交流支援事業 

学術研究の交流を支援するため，道南圏の高等教育機関の学部４年生（高等専門学

校の専攻科の２年生を含む。）および大学院生の海外の高等教育機関への留学につい

て，選考のうえ，１件あたり３０万円を上限として，留学経費の助成を行う。  

 

（４）学術研究成果普及事業 

当財団の概要，事業実績等について，会報「南北海道学術振興財団ニュース」の発

行やホームページを活用し，広く周知する。  

 

（５）科学技術啓発事業 

   サイエンス・サポート函館が行う「はこだて国際科学祭」などと連携し，科学技術

の普及，振興に関わる活動を行う。  


